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「融合」なのか「連携」なのか

─　中村さんは無線通信や衛星通信

がご専門の技術者で、近年はＩＴＳや

ワンセグ携帯の開発に携わってきた方

です。まずこの第1回ではワンセグに始

まる携帯放送メディア関連のお話を、次

号掲載の第2回ではＩＴＳ絡みのお話を

お聞きしようと思っているのですが、最

初に、「通信と放送の融合」に対する中村

さんのスタンスからおうかがいできます

か？　

　と、言いますのも、ネット業界をはじ

めとする通信事業者サイドでは「融合」

待望論がメインなのですが、放送事業者

サイドでは既得権を侵されることを恐れ

てか、「融合」という言葉を絶対に使わな

い。「連携」と言っています。いろいろな

ことのパラダイム、枠組みが変わろうと

している時代に、それはナイーブすぎる、

一度通信と放送の垣根を外さないと何も

新しいことは始められないのでは、と、

個人的には強く思っているのですが。

中村博行（以下中村）　私の理解では、

「放送と通信の融合」は1990 年頃に一

度、マルチメディアという枠組みの中で

議論が始まったように思います。しかし

その時は、机上の議論だけで終わった。

2000 年になって、地上デジタル放送が

スケジュールに上ってくる、10 年前に

比べるとチップもＰＣ全体も小型化し、

携帯電話端末なども小さくなってとい

う、ハードウエア的な条件も整ってきて

いて、今度はしぼまなかった。

　当時議論されていたのは「四つの融合」

ということでした。

　一つは、端末での融合。もう一つは、

事業体の融合。また一つはネットワーク

の融合。そして最後にサービスの融合。

最近ではこれらに一つ加わりコンテンツ

の融合も言われています。みなデジタル

化のおかげです。

　しかしここで認識しておかなければな

らないのは、通信と放送では事業者の位

置が違うということです。通信事業者は、

通信内容について秘匿の義務がある。放

送事業者は、放送内容について不偏不党

性とか、公序良俗に反しないとか、放送

法の縛りを受けている。性格の異なった
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写真1　
ワンセグ携帯プロトタイプ1号機

（ＫＤＤＩ提供・以下同じ）

事業を行う存在であるわけなのですね。

　ですから、通信と放送は「融合」して

はダメで、「連携」しかない。サービスの

受け手からすれば、それは通信と放送

が「融合」したサービスのように見える

でしょうし、そう見えなければなりませ

ん。しかし両者は別々のものと考えなけ

れば、いろいろなことが混乱するという

のが私の考えなのです。

─　おっしゃることは、放送事業者サ

イドの論理としてならよくわかります。

しかし中村さんはキャリア（通信事業者）

側の方です。にもかかわらず「融合」で

なく「連携」だとおっしゃっているわけ

で、具体的にはどんな「連携」イメージ

なのですか？

中村　まず「放送」ありき、ということ

ですね。放送はたくさんの人に一挙に

知ってもらうことができるメディアです

から、「放送」によって知ってもらい、「通

信」に来るきっかけにするということが

基本になります。

─　なるほど、であれば、わざわざ「融

合」するまでもない、と。

『ワンセグ』という
メディアのインパクト

─　融合ではなく連携、放送は通信に

来てもらうためのきっかけであるという

お考えは、やはり『ワンセグ携帯』、つ

まり地上デジタル放送の1セグメント放

送を受信できる携帯端末の開発に携わっ

たご経験から来ているのですか。

中村　そうですね。私たちの『ワンセグ

携帯』開発は、具体的には2002 年にＮ

ＨＫさんと共同で始まったわけですが、

その数年前から検討や基礎的な開発は進

めていまして、いろいろ議論はありまし

た。携帯にテレビなんかつけて、電話

をする時間が奪われてしまうんじゃない

か、テレビを見るために電池がなくなっ

て、電話をかけようとしてもかけられな

くなるんじゃないかというのが、主な反

対論でした。

　しかし、日本の携帯電話の状況を見ま

すと、『ｉモード』に始まるインターネッ

ト接続の普及で、今や電車の中でも非

常に多くの人が携帯端末を覗き込んで

いる。携帯電話契約に占めるインター

ネット接続契約の割合は、日本では実

に89％、韓国では87％にもなり、まだ

30％台の第3位以下を大きく引き離し

ています。携帯端末は、少なくとも日本

や韓国では単なる電話端末ではなくて情

報端末になっているわけなんですね。

　で、『ワンセグ携帯』というのは、その

電話であり情報端末である携帯電話に、

テレビがつくということ。固定受信の地

上デジタル放送の12セグメント放送は、

ネットにつながっていませんからね、携

帯を介してネットにつながることになる

『ワンセグ携帯』は、大きなインパクト

を持つだろう。と、それが開発を進める

際の基本的な考え方でした。

─　携帯電話というメディアはネット

と「連携」して情報端末になった。次は

放送と「連携」して『ワンセグ携帯』に、

ということなんですね。画像圧縮方式の

決定ではＭＰＥＧの特許問題のため途中
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写真2 写真3プロトタイプ2号機 商用初号機

なんでしょうか？

中村　ワンセグの現状を見ますと、確

かに、「ビジネスモデルがまだできあがっ

ていない」というところもあると思いま

す。放送局がワンセグも放送することに

よって、どうやって新しいビジネスに結

びつけていくかというところですね。ワ

ンセグのデータ放送画面から、ネットに

呼び込んで、そこで、という形態が考え

られていたわけですけれども……。

　通信キャリアとしてもそれは基本的に

は同様でして、ワンセグでテレビをどこ

でもいつでも見られるという付加価値が

あって、買い換え需要の押し上げにはつ

ながっているものの、端末にワンセグ機

能を搭載するための費用を回収する手段

がまだない、と言っていいと思います。

ＫＤＤＩでも、そのためのアプリケー

ションやコンテンツを開発する部隊がい

て、それこそ放送局さんと「連携」しつつ、

放送番組一つひとつの中でどんなことが

可能か考えているところなんです。

　今のワンセグ放送は普通のテレビと

同じ番組を放送するという縛りがあっ

て、モバイル視聴専用の番組などは放送

できないわけですが、その縛りもたぶん

2008 年までにはなくなるだろうと言わ

れています。そうなると、だいぶ変わる

かもしれないですね。

─　一方でau は2006 年末、「『デジ

タルラジオ
＊1

』が聴ける」携帯端末を発売

しました。デジタルラジオは、テレビ

の地上デジタル放送に対応するもので

すが、テレビとは違って、現在のＦＭと

もＡＭとも違った番組を放送する、モア

サービスの新メディアです。中村さんは、

このデジタルラジオ端末については、ど

う見ていらっしゃるのでしょう。

中村　ラジオは元々音が主体のメディ

でH.264 に変わるなど紆余曲折しまし

たが、中村さんたちの開発は順調だった

のですか？

中村　最初はコンピュータ上で一通り

プロセスを実現してみるエミュレータ

の開発から始めたのですが、やはり持っ

て歩けるようにしてみようということ

で、これ（写真1）をつくってみました。

2003 年5月に完成したプロトタイプの

1号機です。

─　うわ！　大きくてごついですね、

やっぱり。

中村　（笑）無線部分などはすべてＰＣ

ＭＣＩＡのカードを挿して処理するよう

になっていますからね。でももっと小さ

くできそうだというのでつくったのが、

これ（写真2）。

─　おお！　これはもう携帯電話に

なってますね。

中村　この試作器は実はＭＰＥＧ－2

を使ったものなんですが、でも開発して

から1年近く、ワンセグの画像を実際に

表示して見せられる唯一のハードウエア

として、あちこちの展示会や地上波デジ

タル放送絡みのイベントで活躍すること

になりました。

　私たち開発サイドではこれをサーバに

つないで、操作するためのいろいろなア

プリケーションを載せてみて、不要なも

のはそぎ落としてという作業を行って、

商品化開発のほうへ引き渡したというこ

とです。

─　そして2005 年の12 月になって、

あのサンヨー製の初号機が発売された

（写真3）。私もすぐに使ってみましたが、

使い勝手のいい端末だと感じました。

『デジタルラジオ』は
成立するか

─　ワンセグの放送はその後2006 年

4月に本放送が開始されて、ワンセグが

受信できる携帯端末は、その年の末まで

に340 万台ほど普及しました。最近の

モデルを見ても、au だけでなく携帯各

社でワンセグ端末を増やしつつあって、

完全に軌道に乗った観があります。しか

し、放送サイドなどから見ると、もうひ

とつビジネスには結びついていない気も

するんですが、通信サイドとしてはどう

高橋孝輝氏
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アですから、携帯電話とは非常になじみ

やすいものだと思っています。しかもデ

ジタルラジオはデータ放送や音楽・映像

ファイルのダウンロードなどもできる。

今のワンセグ放送より自由度があって、

これは何かおもしろいことができるかな

あ、と。去年、長く続けてきた試験放送

から本放送化する予定が、電波割り当て

などの事情でしばらく延期にはなりまし

たが、首都圏と関西では聴くことができ

ます。音質もすごくいいし、ダウンロー

ドの速度などもけっこう速いですから

ね。特に音楽ファンには楽しめるメディ

アになると思いますよ。

─　そう言えばauはワンセグ携帯や

デジタルラジオ端末以前にも、ＦＭが聴

ける端末を何機種も市場投入していまし

たね。元々力を入れていたものではあっ

たわけですか?

中村　ＦＭ携帯は2003 年から発売して

いまして、私たちとは別の部隊が開発

して苦労して育て上げたのですが、全

国53 のＦＭ局さんが一つになって推進

いただいたこともあって、去年9月には

とうとう累計1000万台を突破しました。

ＦＭ放送を聴いていて発見した音楽を、

『着うたフル』（2004 年11 月開始）など

の携帯向け音楽配信サービスで、ダウン

ロード購入するという形で、柱となるビ

ジネスモデルも成立している。私たち通

信サイドにとってこのＦＭ携帯は、いわ

ば放送との連携の原体験とでもいったも

のなんですね。

　映像クリッピングファイルのダウン

ロード販売といったことも考えられるデ

ジタルラジオ携帯は、そのＦＭ携帯のビ

ジネスモデルを引き継ぎ、さらに拡大す

るものとなる可能性があると考えてい

ます。

『メディアフロー』という
もうひとつの携帯向け放送技術

─　ワンセグ、デジタルラジオに続い

て、最近『メディアフロー
＊2

』という、も

うひとつの携帯端末向け放送方式の名前

がよく聞かれるようになりました。ＫＤ

ＤＩはその開発元の米クアルコム社の日

本法人、クアルコムジャパンとの合弁で

企画会社（メディアフロージャパン企画）

を設立し、その実現の道を探っていると

お聞きしましたが……。

中村　2005 年 12 月にメディアフロー

ジャパン企画会社を設立して、現在、メ

ディアフローが日本で事業として成り立

つのか、技術の面、マーケットの面、サー

ビスの面から検討している段階です。

　そのことを大前提として聞いていただ

きたいのですが、たとえばワンセグと比

較すると、メディアフローは携帯メディ

ア向けに開発された技術という特徴を

持っています。

　ワンセグによる放送は、本来は固定テ

レビ向けを基本にした地上デジタル放送

の13 セグメント、6M の周波数帯域の

うちの1セグメントを使った、「付帯放

送」です。ところがメディアフローは、

その6M全部を使うことを前提に、携帯

向けに効率的にテレビ放送を行うために

開発されたもので、そのことからして全

く違う技術と言っていいと思います。で

すから、ある意味で従来の放送の枠組み

とは離れているところがあって、その分

いろいろな面で自由度が高い技術になっ

ているように思えますね。

─　『蓄積型クリップキャスト』と言

うんですか、デジタルラジオのような音

楽・映像ファイルのダウンロードサービ

スというか、放送と同時に端末のメモリ

に蓄積される映像データを送信するよう

なこともできるようですね。開発元のク

アルコム社はＣＤＭＡという携帯電話の

通信方式を開発し、世界各国の携帯電話

メーカーにチップを供給している会社で

すから、メディアフローは、携帯関係会

社による携帯関係会社のための携帯向け

放送方式ということになるわけでしょう

か。中村さんご自身のメディアフロー評

価はいかがなんですか？

中村　ワンセグ開発に携わった立場か

ら、技術的に、こういうサービスにはど

う対応しているかといったことを確認し

たりはしていますが、はっきりしたこと

を申し上げるだけの見極めはまだついて

いないですね。

─　私自身は最初にメディアフローの

話を聞いたとき、日本にはすでにワンセ

グという方式があって、実用化もされて

いるのに、何でまた新規格が出てくるの

だろう、社会的には二重投資じゃないか

と思ったものですが、どうもそこまで単

純化できる話でもないようですね。出

自も違えば技術内容も違う、サービスも

違ってくるというわけで……。

中村　もしかすると、というレベルで

のお話ですが、メディアフローはワンセ

グとお互いに欠けているところを補完し

合うメディアになるのかもしれません。

コンテンツ的にも、有料、無料といった

料金システム的にもですね。放送との「連

携」ということで言うと、一つの携帯端

末にワンセグもメディアフローも、そし

てデジタルラジオも搭載されているとい

う状況があってもいいわけですからね。

通信事業者は放送のパワーに
期待している

─　なるほど。無料放送と有料放送の
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棲み分けが成立したりすると、ま

すます3つの新メディアが一つの

携帯端末の中に併存する可能性が

高まりますね。もしかすると、携

帯に加わってくる放送メディアっ

て、その3メディアに限らずもっ

とあるのではないですか？　

中村　ＢＣＭＣＳ（BroadCast/

MultiCast Services）という技術

を、その中の一つに上げてもいい

かもしれませんね。これは基地局

から複数の端末に一斉配信する技術で、

auでは2006 年9月から『ＥＺチャンネ

ルプラス』というサービス名ですでに商

用化しています。ニュースとか天気予報

などの番組を、深夜のトラフィックの少

ないときに各端末に送っておいて、サー

ビスを申し込んだ人は、昼間好きなとき

に見ることができるというもので……。

─　すると基本的には蓄積型の放送

サービス？

中村　いえ、「放送」と言ってはいけない

ので、「一斉同時配信」の通信サービスで

すね。

─　通信側で行う“放送もどき”のサー

ビス（笑）。ワンセグ携帯など放送との「連

携」を前提にしたものとは別の放送、い

や配信サービスになるわけですね。

　客観的に言って、メディアフローは

もちろんですが、ワンセグにしてもデジ

タルラジオにしても、携帯電話というメ

ディアと結びつくことがなかったら、こ

うまで話題になる新メディアにはなら

なかったと私は思っています。少なくと

もワンセグが軌道に乗るまでに何倍か時

間がかかったでしょうね。それだけのパ

ワーを持った携帯のキャリアにとって、

ワンセグなどの放送新メディアが持って

いる意味は何なのか。この第1回の最後

に、改めてまとめていただけますでしょ

うか。

中村　先ほどもお話ししたように、私

たちにはまずＦＭ携帯という、放送と

通信がうまくかみ合った原体験がありま

す。そして今目の前に、ワンセグとデジ

タルラジオとメディアフローがある。ワ

ンセグは急激に普及しつつありますが、

私たちにはそういう原体験があるが故

に、そこでも私たち通信事業者のビジネ

スとして、何かうまいモデルが出てくる

だろうと考えています。その原動力にな

るのが、放送というものが持っている、

大多数の人に一斉に知らせる力であり、

生活行動の中でふと気になる瞬間を作り

出す力、ですね。音楽を聴いていて、セ

リフを聞いていて、コマーシャルを見て

いて、ふと「いいなあ」と思わせる。そ

ういう放送のパワーに、私たち通信事業

者は期待しています。そういうふと「い

いなあ」と思う瞬間を、私たちの通信イ

ンフラがつかまえる。通信の側に誘う。

そういう形で、通信と放送の「連携」を

実現していきたいのです。

　私はＦＭ携帯の開発には関わっていな

いのですが、今の端末1000 万台に至る

までにはいろいろな苦労があったと聞い

ています。放送局さんのご協力、通信の

ほうにどう誘うのかというルート

の開拓、ファイルダウンロードと

か放送局さんのWebサイトに飛ん

でもらうとか、いろんなルートが考

えられるわけですね。そういうもの

を一つひとつ乗り越えて、開発して、

花開いた。ですから今目の前にあ

るテレビというメディアでも、きっ

と何かうまい道が拓けていくだろ

うと思っているんですよ。

─　ありがとうございました。携

帯（通信）とは異なるけれども、放送も

またパワーを持ったメディアである。そ

の2つのパワーを「連携」させることで、

新しいメディアが生まれる、というこ

とだとお聞きしました。これからは私も

あまりこだわりなく、「連携」という言葉

が使えそうです（笑）。次回は、中村さ

んの本来のと言うか、もうひとつのご専

門の領域、ＩＴＳとモバイル技術の現在

と将来について、うかがいたいと思いま

す。そこでもまた何らかの意味で「連携」

というコンセプトが登場するのでしょう

か？　楽しみにしております。

（なかむら・ひろゆき）

（たかはし・こうき）

写真/円山幸志

＊1
デジタルラジオ
地上デジタル放送のラジオ版（ただし既存のAMと
FM放送は継続予定）。2003 年以来、VHFの第7チャ
ンネルの周波数帯域を用いて、東京と大阪で試験放送
を行っている。テレビと同様に1セグメントを使っ
た音声・静止画・データ放送のほか、3セグメントを
束ねて使い、動画放送や大容量映像ファイルのダウン
ロードサービスも可能。

＊2
メディアフロー
テレビ1チャンネルの周波数帯域6MHz を使い、ワ
ンセグとほぼ同じ大きさの動画映像や関連データを
20 チャンネルほど放送できるほか、放送信号に重ね
て映像などのファイル伝送ができる放送方式。アメリ
カでは今年夏頃までに、Verizon Wireless という携
帯電話会社が『V CAST Mobile TV』という名で商
用サービスを開始する予定。


